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○
賀
詞
交
歓
会
の
ご
案
内 

新
春
恒
例
の
賀
詞
交
歓
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
厳
島
神
社
社
殿
前
で
新
年
を
祝
い
一

緒
に
拝
礼
を
し
た
後
、
お
神
酒
を
頂
き
な
が

ら
境
内
か
ら
美
し
い
富
士
山
を
眺
め
た
り
、

歓
談
を
楽
し
ん
だ
り
し
ま
す
。
普
段
着
で
初

詣
に
来
ら
れ
る
地
元
の
神
社
で
す
。
気
軽
に

お
集
ま
り
下
さ
い
。 

■
日
時 

令
和
三
年
一
月
二
日 

午
前
十
時 
 
 
 

 

■
場
所 

厳
島
神
社
境
内 

町
内
会
会
長 

朝
香
冨
士
夫 

 

 
 
 
 
 

氏
子
会
会
長 

平
井 

利
一  

 

○
御
神
札
頒
布
の
お
知
ら
せ 

日
ご
ろ
、
小
袋
谷
厳
島
神
社
の
護
持
に
つ
き

ま
し
て
は
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申

し
あ
げ
ま
す
。 

さ
て
、
本
年
も
御
神
札
の
頒
布
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

■
日
時 

 

令
和
二
年
十
二
月
二
十
日(

日) 

午
後
一
時
か
ら
三
時 

■
場
所 

 

小
袋
谷
公
会
堂 

■
御
神
札 

伊
勢
神
宮
大
麻 

三
宝
荒
神 

 
 
 
 
 

鶴
岡
八
幡
宮 

鎮
守
社
神
札 

■
価
格 

 

一
式 

四
千
二
百
円 

 

な
お
、
神
棚
祭
り
一
月
七
日
（
木
）
と
初
午

二
月
三
日
（
水
）
の
申
込
み
も
当
日
受
付
い
た

し
ま
す
。 厳

島
神
社
氏
子
会
会
長 

平
井
利
一 

 
○
「
初
獅
子
」
の
実
施
に
つ
い
て 

早
い
も
の
で
、
今
年
も
あ
と
わ
ず
か
。
お
正

月
は
も
う
目
の
前
で
す
。 

正
月
と
言
え
ば
「
初
獅
子
」
。
毎
年
元
旦
に
町

内
を
回
っ
て
獅
子
舞
を
披
露
す
る
「
初
獅
子
」

は
、
正
月
恒
例
の
伝
統
行
事
と
し
て
親
し
ま
れ

て
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
状
況
は
気
掛
か

り
で
す
が
、
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
の

ご
期
待
に
応
え
る
た
め
に
も
、
来
年
も
初
獅
子

を
実
施
い
た
し
ま
す
。 

感
染
防
止
の
た
め
、
マ
ス
ク
や
フ
ェ
イ
ス
シ

ー
ル
ド
の
着
用
、
検
温
、
消
毒
の
他
、 

・
獅
子
は
家
の
中
に
入
ら
ず
玄
関
先
で
踊
る 

・
長
時
間
の
演
奏
は
行
わ
な
い 

・
子
ど
も
さ
ん
の
頭
を
噛
む
時
は
、
離
れ
て
パ

ク
パ
ク
す
る 

・
ご
家
族
と
一
緒
の
写
真
撮
影
は
ご
遠
慮
し
、

踊
り
手
１
名
の
み
で
映
し
て
い
た
だ
く 

な
ど
、
考
え
ら
れ
る
限
り
の
対
策
を
取
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
と
は
若
干
趣
の
異
な
る
初
獅
子

に
な
り
ま
す
が
、
ど
う
か
ご
承
知
お
き
く
だ
さ

い
。 来

年
は
コ
ロ
ナ
も
収
ま
り
、
平
和
な
生
活
が

戻
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

小
袋
谷
囃
子
会
会
長 

田
中
徹 

 

    

○
左
義
長
の
お
知
ら
せ 

町
内
会
文
化
部
で
は
左
記
の
通
り
、
毎
年
恒

例
の
左
義
長
（
ど
ん
と
焼
き
）
を
開
催
し
ま
す
。 

お
正
月
に
使
用
し
た
門
松
、
お
飾
り
、
書
初

め
等
を
ご
持
参
下
さ
い
。（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ビ

ニ
ー
ル
等
は
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。
） 

今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
未
だ
に
収

ま
っ
て
き
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
時
間
の
か
か

る
焼
き
芋
は
中
止
す
る
と
同
時
に
、
お
団
子
を

焼
く
方
は
終
わ
り
ま
し
た
ら
順
次
の
ご
退
場

を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

お
団
子
を
焼
か
な
い
で
退
場
さ
れ
る
方
で

希
望
者
に
は
紅
白
団
子
を
２
セ
ッ
ト
お
渡
し

し
ま
す
。 

尚
、
マ
ス
ク
着
用
の
上
ご
来
場
下
さ
い
。 

■
日
時 

令
和
三
年
一
月
九
日
（
土
） 

午
後
一
時
よ
り 

（
天
候
に
よ
り
、
時
間
変
更
あ
り
ま
す
） 

（
荒
天
の
時
は
、
一
月
十
日
に
順
延
し
ま
す
） 

■
場
所 

小
袋
谷
子
ど
も
広
場 

な
お
、
近
隣
の
皆
様
に
は
何
か
と
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。 

文
化
部
長 

金
子
勝 

 

 ○
年
末
年
始
ア
ル
ミ
缶
回
収
の 

お
知
ら
せ 

日
ご
ろ
よ
り
ア
ル
ミ
缶
の
リ
サ
イ
ク
ル
回

収
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

鎌
倉
市
資
源
回
収
協
同
組
合
の
年
末
年
始

の
ア
ル
ミ
缶
回
収
は
左
記
の
通
り
と
な
り
ま

す
。 令

和
二
年
十
二
月
二
十
六
日
ま
で 

通
常
通
り
回
収 

令
和
三
年
一
月
二
日
は
お
休
み 

令
和
三
年
一
月
九
日
か
ら
通
常
通
り
回
収 

環
境
衛
生
部 

兵
藤 

仁 
 

 

○
令
和
三
年
鎌
倉
消
防
出
初
式 

中
止
の
お
知
ら
せ 

日
ご
ろ
よ
り
鎌
倉
市
の
安
心
・
安
全
に
ご
協

力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

令
和
三
年
鎌
倉
消
防
出
初
式
に
つ
き
ま
し

て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（C
O
VI
D-

19

）
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
中
止
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

ご
来
場
を
予
定
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た

皆
さ
ま
に
は
、
大
変
心
苦
し
い
と
こ
ろ
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

尚
、
令
和
二
年
歳
末
巡
回
に
つ
き
ま
し
て
は
、

例
年
通
り
、
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
一
日

ま
で
、
実
施
致
し
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

鎌
倉
市
消
防
団 

第
五
分
団 

 

 

〇
年
末
年
始
の
交
通
安
全 

い
よ
い
よ
師
走
と
な
り
ま
し
た
。
夕
暮
れ
も

早
く
な
り
、
年
の
瀬
の
交
通
量
も
多
く
感
じ
ら

れ
、
気
ぜ
わ
し
く
な
る
季
節
で
す
。
通
勤
・
通

学
の
歩
行
、
交
差
点
の
横
断
で
は
青
信
号
で
も

十
分
に
安
全
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。
特
に
子
ど

も
達
と
お
年
寄
り
の
安
全
に
は
、
地
域
ぐ
る
み

で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。 

歳
末
を
無
事
故
で
過
ご
し
、
新
年
を
迎
え
ま

し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 

防
犯
交
通
部
長 

細
野 

亘 
 

町
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年末年始を無事故で
過ごしましょう！！ 
 

恒例の「初獅子」 
実施します 
 
◆乾燥の季節。火元には注意

しましょう。 

◆防犯パトロール実施中 


